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(57)【要約】
【課題】内視鏡の非接続状態であっても内視鏡プロセッ
サの接続部及び電子部品（ＩＣ）の静電気破壊を防止す
ることができる内視鏡プロセッサ及び内視鏡接続システ
ムを得る。
【解決手段】内視鏡の接続部との接続部を有する内視鏡
プロセッサであって、グラウンドに接続された保護接地
部と、前記保護接地部と導通されており、且つ、前記内
視鏡と前記内視鏡プロセッサの非接続状態で両者の接続
部の接続空間に位置する静電気誘導部と、を有すること
を特徴とする内視鏡プロセッサ。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の接続部との接続部を有する内視鏡プロセッサであって、
　グラウンドに接続された保護接地部と、
　前記保護接地部と導通されており、且つ、前記内視鏡と前記内視鏡プロセッサの非接続
状態で両者の接続部の接続空間に位置する静電気誘導部と、
　を有することを特徴とする内視鏡プロセッサ。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記静電気誘導部は、前記内視鏡と前記内視鏡プロセッサを両者の接続部を近付けて接
続するとき、両者の接続部が接続される前に、前記接続空間において前記内視鏡の接続部
に接触し、両者の接続部が接続された後も、前記内視鏡の接続部に継続して接触する内視
鏡プロセッサ。
【請求項３】
　請求項２記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記静電気誘導部は、前記内視鏡の接続部に接触して変形することで、前記内視鏡の接
続部に継続して接触する内視鏡プロセッサ。
【請求項４】
　請求項１ないし３のいずれか１項記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記静電気誘導部は、前記内視鏡プロセッサの接続部の周縁部から中央部に向かって延
びる導電性弾性部と、該導電性弾性部と前記保護接地部を接続するコンデンサと抵抗の並
列回路とを有している内視鏡プロセッサ。
【請求項５】
　請求項１ないし４のいずれか１項記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　電子部品を有する患者回路と、該患者回路と前記保護接地部を接続するインピーダンス
素子とをさらに有しており、
　前記インピーダンス素子を介して前記患者回路の蓄積電荷を前記保護接地部に放電する
構成を有しており、
　前記インピーダンス素子は、前記患者回路から前記保護接地部への放電経路上から前記
患者回路の電子部品を避けるような位置にレイアウトされている内視鏡プロセッサ。
【請求項６】
　請求項５記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記インピーダンス素子と並列に配置されて前記患者回路と前記保護接地部を接続する
放電抵抗をさらに有している内視鏡プロセッサ。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１項記載の内視鏡プロセッサにおいて、
　前記保護接地部は、前記内視鏡プロセッサの筐体に設けられており、
　前記静電気誘導部は、前記内視鏡プロセッサの筐体の前記保護接地部のうち、前記内視
鏡プロセッサの接続部の直前位置に設けられている内視鏡プロセッサ。
【請求項８】
　内視鏡と内視鏡プロセッサを両者の接続部を介して接続可能とした内視鏡接続システム
であって、
　前記内視鏡プロセッサは、
　グラウンドに接続された保護接地部と、
　前記保護接地部と導通されており、且つ、前記内視鏡と前記内視鏡プロセッサの非接続
状態で両者の接続部の接続空間に位置する静電気誘導部と、
　を有することを特徴とする内視鏡接続システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、内視鏡プロセッサ及び内視鏡接続システムに関し、特にこれらの静電気保護
機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、内視鏡プロセッサと内視鏡を接続する内視鏡接続システムにおいて、
内視鏡プロセッサの筐体を接地した一次グラウンド部材で構成し、内視鏡プロセッサと内
視鏡の接続部に、該接続部から上記一次グラウンド部材に向かって突出する二次グラウン
ド部材を設けた静電気保護機構が開示されている。この静電気保護機構によれば、内視鏡
プロセッサと内視鏡の接続状態で内視鏡に静電気が発生したとき、内視鏡に蓄積した電荷
が二次グラウンド部材から一次グラウンド部材に放電される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－１８３４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の内視鏡接続システムは、内視鏡プロセッサに内視鏡を接続してい
ない状態で、帯電した使用者の手などが内視鏡プロセッサの接続部（コネクタ部）に接触
（接近）したときに、当該接続部に静電気（電荷）が放電し、内視鏡プロセッサの電子部
品（ＩＣ）に意図しない負荷をかけるおそれがある。特に、内視鏡プロセッサの患者回路
（中継処理回路）は、直接的に接地してはならないことが医療機器の規格で定められてい
るため、静電気保護の観点で不十分になりがちであり、効果的な対策が要求されていると
ころである。
【０００５】
　本発明は、以上の問題意識に基づいてなされたものであり、内視鏡の非接続状態であっ
ても内視鏡プロセッサの接続部及び電子部品（ＩＣ）の静電気破壊を防止することができ
る内視鏡プロセッサ及び内視鏡接続システムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、内視鏡の非接続状態における内視鏡プロセッサの接続部（コネクタ部）
を効果的に静電気保護（静電気ブロック）するという着眼に基づいて、本発明を完成させ
た。
【０００７】
　本発明の内視鏡プロセッサは、内視鏡の接続部との接続部を有する内視鏡プロセッサで
あって、グラウンドに接続された保護接地部と、前記保護接地部と導通されており、且つ
、前記内視鏡と前記内視鏡プロセッサの非接続状態で両者の接続部の接続空間に位置する
静電気誘導部と、を有することを特徴としている。
【０００８】
　前記静電気誘導部は、前記内視鏡と前記内視鏡プロセッサを両者の接続部を近付けて接
続するとき、両者の接続部が接続される前に、前記接続空間において前記内視鏡の接続部
に接触し、両者の接続部が接続された後も、前記内視鏡の接続部に継続して接触すること
ができる。
【０００９】
　前記静電気誘導部は、前記内視鏡の接続部に接触して変形することで、前記内視鏡の接
続部に継続して接触することができる。
【００１０】
　前記静電気誘導部は、前記内視鏡プロセッサの接続部の周縁部から中央部に向かって延
びる導電性弾性部と、該導電性弾性部と前記保護接地部を接続するコンデンサと抵抗の並
列回路とを有することができる。
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【００１１】
　本発明の内視鏡プロセッサは、電子部品を有する患者回路と、該患者回路と前記保護接
地部を接続するインピーダンス素子とをさらに有しており、前記インピーダンス素子を介
して前記患者回路の蓄積電荷を前記保護接地部に放電する構成を有しており、前記インピ
ーダンス素子は、前記患者回路から前記保護接地部への放電経路上から前記患者回路の電
子部品を避けるような位置にレイアウトすることができる。
【００１２】
　本発明の内視鏡プロセッサは、前記インピーダンス素子と並列に配置されて前記患者回
路と前記保護接地部を接続する放電抵抗をさらに有することができる。
【００１３】
　前記保護接地部は、前記内視鏡プロセッサの筐体に設けることができ、前記静電気誘導
部は、前記内視鏡プロセッサの筐体の前記保護接地部のうち、前記内視鏡プロセッサの接
続部の直前位置に設けることができる。
【００１４】
　本発明の内視鏡接続システムは、内視鏡と内視鏡プロセッサを両者の接続部を介して接
続可能とした内視鏡接続システムであって、前記内視鏡プロセッサは、グラウンドに接続
された保護接地部と、前記保護接地部と導通されており、且つ、前記内視鏡と前記内視鏡
プロセッサの非接続状態で両者の接続部の接続空間に位置する静電気誘導部と、を有する
ことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、内視鏡の非接続状態であっても内視鏡プロセッサの接続部及び電子部
品（ＩＣ）の静電気破壊を防止することができる内視鏡プロセッサ及び内視鏡接続システ
ムが得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】内視鏡の構成を示す図である。
【図２】内視鏡プロセッサの構成を示す図である。
【図３】内視鏡システム（内視鏡接続システム）の構成を示す図である。
【図４】導電性弾性部（静電気誘導部）の構成の一例を示す、内視鏡と内視鏡プロセッサ
の対向方向から見た正面図である。
【図５】内視鏡システム（内視鏡接続システム）の接続動作を示す第１の図である。
【図６】内視鏡システム（内視鏡接続システム）の接続動作を示す第２の図である。
【図７】内視鏡システム（内視鏡接続システム）の別実施形態を示す図である。
【図８】内視鏡システム（内視鏡接続システム）のさらなる別実施形態を示す図である。
【図９】内視鏡システム（内視鏡接続システム）のさらなる別実施形態を示す図である。
【図１０】図１０（Ａ）、（Ｂ）は内視鏡システム（内視鏡接続システム）のさらなる別
実施形態を示す図であり、図１０（Ａ）は内視鏡と内視鏡プロセッサの非接続状態を示し
ており、図１０（Ｂ）は内視鏡と内視鏡プロセッサの接続直前状態を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　図１～図１０を参照して、本実施形態による内視鏡システム（内視鏡接続システム）１
０について説明する。内視鏡システム１０は、被検者の観察画像を取得する内視鏡２０と
、この内視鏡２０が取得した観察画像に画像処理を施す内視鏡プロセッサ３０とを有して
いる。
【００１８】
　図１に示すように、内視鏡２０は、操作者が把持する把持操作部２１と、この把持操作
部２１から延出する可撓性のある挿入部２２とを有している。挿入部２２は、先端側から
順に、先端硬性部２２Ａと、湾曲部２２Ｂと、可撓部２２Ｃとを有している。湾曲部２２
Ｂは、把持操作部２１に設けた湾曲操作レバー２３の回転操作に応じて湾曲可能となって
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いる。把持操作部２１からはユニバーサルチューブ２４が延出されており、このユニバー
サルチューブ２４の先端にはコネクタ部２５が設けられている。図示は省略しているが、
内視鏡２０にはライトガイドファイバが内蔵されており、このライトガイドファイバは、
挿入部２２（先端硬性部２２Ａ、湾曲部２２Ｂ、可撓部２２Ｃ）、把持操作部２１及びユ
ニバーサルチューブ２４を通って、コネクタ部２５から突出するライトガイドスリーブ２
６内まで延びている。コネクタ部２５のコネクタ端子２５Ａが内視鏡プロセッサ３０のコ
ネクタ部３１のコネクタ端子３１Ａ（図２、図３）に接続されると、上記ライトガイドフ
ァイバは、内視鏡プロセッサ３０に内蔵された光源ランプ（図示せず）と光学的に接続さ
れる。そして、この光源ランプから発せられた照明光は、ライトガイドファイバ内を導か
れ、挿入部２２の先端硬性部２２Ａの前端面に設けられた照明レンズ（図示せず）によっ
て所定の配光で外方に出射される。
【００１９】
　図示は省略しているが、内視鏡２０は、挿入部２２の先端硬性部２２Ａの内部に位置さ
せて、観察対象部位（例えば患者体内の病変部）の観察画像信号を取得する撮像素子を有
している。この撮像素子が取得した観察画像信号は、信号伝送用ケーブル（図示せず）を
介して伝送され、コネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）とコネクタ部３１（コネクタ端
子３１Ａ）の接続部を経由して、内視鏡プロセッサ３０に出力される。内視鏡プロセッサ
３０は、観察画像信号の中継処理を行う患者回路（中継処理回路）３２（図２にのみ描い
て図３に描いていない）と、この患者回路３２が中継処理した観察画像信号に所定の画像
処理を施してこれを観察画像にする電気回路３３（図３にのみ描いて図２に描いていない
）とを有している。患者回路３２は、その機能構成要素（ブロック）として、電子部品（
ＩＣ）３２Ａを有している。
【００２０】
　このように、内視鏡システム（内視鏡接続システム）１０は、内視鏡２０と内視鏡プロ
セッサ３０を両者の接続部（コネクタ部２５のコネクタ端子２５Ａとコネクタ部３１のコ
ネクタ端子３１Ａ）を介して接続可能としたものである。図２では、内視鏡プロセッサ３
０のコネクタ部３１とコネクタ端子３１Ａを別々のブロックとしてこれらをハーネス等の
電気接続手段により接続した場合を描いており、図３では、内視鏡プロセッサ３０のコネ
クタ部３１とコネクタ端子３１Ａを同一のブロックとした場合を描いている。図２と図３
は、内視鏡プロセッサ３０のコネクタ部３１とコネクタ端子３１Ａが電気的に接続されて
いるという点で共通している（同義である）。
【００２１】
　図３に示すように、内視鏡プロセッサ３０のコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）の
直前位置には、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）を内視鏡プロセッサ
３０に挿入し、コネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）に接続するときに必ず通過する空
間がある。これを便宜上、「接続空間ＣＳ」と定義する。
【００２２】
　図２、図３に示すように、内視鏡プロセッサ３０は、該内視鏡プロセッサ３０の各構成
要素を収納する筐体３４を有している。この筐体３４は、グラウンドに接続された保護接
地部として機能する。
【００２３】
　内視鏡プロセッサ３０は、筐体（保護接地部）３４のうち、コネクタ部３１（コネクタ
端子３１Ａ）の直前に位置させて、静電気誘導部３５を有している。この静電気誘導部３
５は、筐体（保護接地部）３４と導通されており、且つ、内視鏡２０と内視鏡プロセッサ
３０の非接続状態で接続空間ＣＳに位置する。
【００２４】
　より具体的に、静電気誘導部３５は、導電性弾性部３６と並列回路３７とを有している
。
【００２５】
　図４に示すように、導電性弾性部３６は、正面視したときに（内視鏡２０と内視鏡プロ
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セッサ３０の対向方向から見たときに）、内視鏡プロセッサ３０の丸型のコネクタ部３１
（コネクタ端子３１Ａ）の周縁部から中央部に向かって延び且つ中央部側にスリット３６
Ｓが形成された暖簾形状を有している。同図の例では、導電性弾性部３６は、中央部に円
形孔３６Ｈが形成された環状部材に周方向に９０°間隔で４つのスリット３６Ｓを形成し
たものである。導電性弾性部３６は、瞬間的な電荷の放電（インパルス）と直流電流を流
すことができる材料から構成することができるが、導電性弾性部３６の材料には自由度が
あり、種々の設計変更が可能である。
【００２６】
　図４に示すように、導電性弾性部３６は、内視鏡２０と内視鏡プロセッサ３０の非接続
状態では、自由状態となり、接続空間ＣＳの境界線より内部に入り込んで、内視鏡プロセ
ッサ３０のコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）の殆どを覆っている。一方、内視鏡２
０と内視鏡プロセッサ３０を接続するためにコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）をコ
ネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）に近付けると、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネ
クタ端子２５Ａ）が導電性弾性部３６に接触することにより、導電性弾性部３６がスリッ
ト３６Ｓを起点にして、接続空間ＣＳの境界線の外部に向かって、且つ、内視鏡プロセッ
サ３０に向かって変形（弾性変形）する。
【００２７】
　並列回路３７は、コンデンサ３７Ａと抵抗３７Ｂの並列回路から構成されており、導電
性弾性部３６と筐体（保護接地部）３４を接続することで、導電性弾性部３６と筐体（保
護接地部）３４の間にインピーダンスを持たせることができる。並列回路３７のコンデン
サ３７Ａと抵抗３７Ｂは、筐体（保護接地部）３４に対してある程度の大きさのインピー
ダンスを持たせることができるような定数を選択する。仮に、コンデンサ３７Ａを１００
０ｐＦ、抵抗を１０ＭΩに設定したとき、時定数はｔｒ＝０．０２ｓｅｃと計算すること
ができる。よって、放電時間としては十分に実用に耐えうるものとすることができる。並
列回路３７は、図４には図示されていないが、接続空間ＣＳの境界線より外部に且つ導電
性弾性部３６の周方向に亘って設けられている。
【００２８】
　図２に示すように、内視鏡プロセッサ３０は、患者回路３２と筐体（保護接地部）３４
を接続するインピーダンス素子（コンデンサ）３８を有している。このインピーダンス素
子３８を介して、患者回路３２の蓄積電荷を筐体（保護接地部）３４に放電することがで
きるようになっている。インピーダンス素子３８による放電量（静電気保護能力）は、静
電気誘導部３５による放電量（静電気保護能力）よりもかなり小さく設定されている。
【００２９】
　以上のように構成された内視鏡システム（内視鏡接続システム）１０の接続動作は、次
の通りである。
【００３０】
　図３、図４に示すように、内視鏡２０と内視鏡プロセッサ３０の非接続状態では、静電
気誘導部３５の導電性弾性部３６が、自由状態であり、接続空間ＣＳの内部に位置して、
内視鏡プロセッサ３０のコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）の殆どを覆っている。
【００３１】
　図５に示すように、内視鏡２０と内視鏡プロセッサ３０を接続するために、コネクタ部
２５（コネクタ端子２５Ａ）をコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）に近付けていくと
、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）が導電性弾性部３６に最初に接触
する。このとき、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）に溜まった静電気
（電荷）が、静電気誘導部３５（導電性弾性部３６、並列回路３７）を経由して、筐体（
保護接地部）３４に放電される（放電経路Ａ）。
【００３２】
　さらにコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）をコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ
）に近付けていくと、導電性弾性部３６が、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子
２５Ａ）に接触した状態を維持しながら変形（弾性変形）することで、接続空間ＣＳの外
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部に移動する。つまり、導電性弾性部３６は、コネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）と
コネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）の接続を妨げない構成となっている。
【００３３】
　図６は、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）と内視鏡プロセッサ３０
のコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）を接続した状態を示している。同図に示すよう
に、導電性弾性部３６が内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）に常時接触
しているので、内視鏡プロセッサ３０に大量の電荷が蓄積される前に、静電気（電荷）を
こまめに放電することが可能になる（放電経路Ｂ）。これにより、患者回路３２の電子部
品（ＩＣ）３２Ａに過大な電流が流れるのを防止してこれを保護することが可能になる。
【００３４】
　このように、静電気誘導部３５（導電性弾性部３６）は、内視鏡２０のコネクタ部２５
（コネクタ端子２５Ａ）と内視鏡プロセッサ３０のコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ
）を近付けて接続するとき、両コネクタが接続される前に、接続空間ＣＳにおいて、内視
鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）に接触し、両コネクタが接続された後も
、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）に継続して接触する。これにより
、両コネクタが接続される前は、上記の放電経路Ａを介して静電気（電荷）を逃がすこと
ができ、両コネクタが接続された後は、上記の放電経路Ａと放電経路Ｂを介して静電気（
電荷）を逃がすことができる。
【００３５】
　これに対し、従来品の内視鏡接続システムでは、連続した静電気の印加により内視鏡プ
ロセッサの患者回路に電荷が蓄積された状態で、静電気保護機構が絶縁破壊を引き起こす
と、絶縁破壊の瞬間に、患者回路に蓄積した電荷が内視鏡プロセッサの保護接地部に一気
に流れ込む。このため、患者回路の電子部品（ＩＣ）が静電気破壊されるおそれが大きい
。
【００３６】
　ところで、内視鏡２０と内視鏡プロセッサ３０の非接続状態において、帯電した使用者
の手などが内視鏡プロセッサ３０のコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）に近付くこと
があり得る。この場合、従来品の内視鏡接続システムにあっては、内視鏡プロセッサのコ
ネクタ部（コネクタ端子）に静電気（電荷）が放電し、内視鏡プロセッサ内部に意図しな
い負荷がかかるおそれがある。
【００３７】
　これに対し、本実施形態の内視鏡システム（内視鏡接続システム）１０は、内視鏡２０
と内視鏡プロセッサ３０の非接続状態において、帯電した使用者の手などが内視鏡プロセ
ッサ３０のコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）に近付いたとしても、これが最初に静
電気誘導部３５の導電性弾性部３６に接触する。このため、静電気（電荷）が、静電気誘
導部３５（導電性弾性部３６、並列回路３７）を経由して、筐体（保護接地部）３４に放
電されるので、上述した従来品の内視鏡接続システムの技術課題を解消することができる
。すなわち、内視鏡プロセッサ３０の患者回路３２の電子部品（ＩＣ）３２Ａへの静電気
負荷を有効に防止することができる。
【００３８】
　ここで、内視鏡プロセッサ３０の患者回路３２は、直接的に接地してはならないことが
医療機器の規格で定められているため、静電気保護の観点で不十分（無防備）になりがち
であり、効果的な対策が要求されているところである。本実施形態の内視鏡システム（内
視鏡接続システム）１０は、患者回路３２を直接的に設置しないという医療機器の規格を
厳守しつつ、患者回路３２を効果的に静電気保護できる点で有用である。
【００３９】
　図７は、内視鏡システム（内視鏡接続システム）１０の別実施形態を示している。何ら
かの影響で内視鏡プロセッサ３０の患者回路３２に電荷が多く溜まった状態で、内視鏡プ
ロセッサ３０に内視鏡２０を接続すると、患者回路３２にある程度の大きさの放電電流が
流れる。その放電経路上に電子部品（ＩＣ）３２Ａがあると当該電子部品（ＩＣ）３２Ａ
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が破壊されるおそれがある（実際に図６では放電経路Ｂ上に電子部品（ＩＣ）３２Ａが重
なって位置している）。
【００４０】
　そこでこの別実施形態では、患者回路３２から筐体（保護接地部）３４への放電経路上
から患者回路３２の電子部品（ＩＣ）３２Ａを避けるような位置に、インピーダンス素子
（コンデンサ）３８をレイアウトしている。内視鏡プロセッサ３０の患者回路３２で電荷
を主に保持するのは、２次側回路のインピーダンス素子（コンデンサ）３８である。イン
ピーダンス素子（コンデンサ）３８のレイアウトを最適設定して、放電経路上に患者回路
３２の電子部品（ＩＣ）３２Ａが来ないようにすれば、当該電子部品（ＩＣ）３２Ａの破
壊を防止することが可能になる。
【００４１】
　図８は、内視鏡システム（内視鏡接続システム）１０のさらなる別実施形態を示してい
る。このさらなる別実施形態では、図７の構成に加えて、内視鏡プロセッサ３０に、イン
ピーダンス素子（コンデンサ）３８と並列に配置されて患者回路３２と筐体（保護接地部
）３４を接続する放電抵抗３９を設けている。これにより、インピーダンス素子（コンデ
ンサ）３８に電荷を蓄積させることなく放電抵抗３９を介して筐体（保護接地部）３４に
逃がすことが可能になる。放電抵抗３９の抵抗値は、電気安全性を考慮した定数を設定す
る。
【００４２】
　図９は、内視鏡システム（内視鏡接続システム）１０のさらなる別実施形態を示してい
る。このさらなる別実施形態では、図１～図８の構成における導電性弾性部３６として（
に代えて）、導電性弾性ガスケット３６Ａを設けている。この導電性弾性ガスケット３６
Ａは、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）と内視鏡プロセッサ３０のコ
ネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）の接続方向及びこれと直交する方向の双方向に弾性
変形することができる。
【００４３】
　図１０（Ａ）、（Ｂ）は、内視鏡システム（内視鏡接続システム）１０のさらなる別実
施形態を示している。図１０（Ａ）は、内視鏡２０と内視鏡プロセッサ３０の非接続状態
（離間状態）であり、図１０（Ｂ）は、内視鏡２０と内視鏡プロセッサ３０の接続直前状
態である。このさらなる別実施形態では、図１～図８の構成における導電性弾性部３６と
して（に代えて）、導電性弾性伸縮バネ３６Ｂを設けている。この導電性弾性伸縮バネ３
６Ｂは、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）と内視鏡プロセッサ３０の
コネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）の接続方向と直交する方向のみに弾性変形（伸縮
）することができる。またこのさらなる別実施形態では、保護接地部３４’が筐体３４の
内部に設けられた筐体３４とは別の構成要素となっている。
【００４４】
　以上の実施形態では、静電気誘導部３５（導電性弾性部３６）が、内視鏡２０のコネク
タ部２５（コネクタ端子２５Ａ）と内視鏡プロセッサ３０のコネクタ部３１（コネクタ端
子３１Ａ）を近付けて接続するとき、両コネクタが接続される前に、内視鏡２０のコネク
タ部２５（コネクタ端子２５Ａ）に接触し、両コネクタが接続された後も、内視鏡２０の
コネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）に継続して接触する場合を例示して説明した。し
かし、静電気誘導部３５（導電性弾性部３６）は、両コネクタが接続される前に内視鏡２
０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）に接触すればよく、その接触後に内視鏡２０
のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）との接触を解除するように退避する構成とする
ことも可能である。
【００４５】
　以上の実施形態（図４）では、導電性弾性部３６を、中央部に円形孔が形成された環状
部材に周方向に９０°間隔で４つのスリットを形成したものとした場合を例示して説明し
た。しかし、導電性弾性部３６の形状には自由度があり、種々の設計変更が可能である。
すなわち、導電性弾性部３６は、内視鏡２０と内視鏡プロセッサ３０の非接続状態（自由
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めにコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）をコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）に
近付けたときに、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）に最初に接触する
ような構成であればよい。
【００４６】
　以上の実施形態では、内視鏡２０のコネクタ部２５（コネクタ端子２５Ａ）と内視鏡プ
ロセッサ３０のコネクタ部３１（コネクタ端子３１Ａ）が丸型の場合を例示して説明した
が、これに限定されず、角型のコネクタ部（コネクタ端子）とすることも可能である。
【符号の説明】
【００４７】
１０　内視鏡システム（内視鏡接続システム）
２０　内視鏡
２１　把持操作部
２２　挿入部
２２Ａ　先端硬性部
２２Ｂ　湾曲部
２２Ｃ　可撓部
２３　湾曲操作レバー
２４　ユニバーサルチューブ
２５　コネクタ部（接続部）
２５Ａ　コネクタ端子（接続部）
２６　ライトガイドスリーブ
３０　内視鏡プロセッサ
３１　コネクタ部（接続部）
３１Ａ　コネクタ端子（接続部）
３２　患者回路（中継処理回路）
３２Ａ　電子部品（ＩＣ）
３３　電気回路
３４　筐体（保護接地部）
３４’　保護接地部
３５　静電気誘導部
３６　導電性弾性部
３６Ａ　導電性弾性ガスケット
３６Ｂ　導電性弾性伸縮バネ
３６Ｈ　円形孔
３６Ｓ　スリット
３７　並列回路
３７Ａ　コンデンサ
３７Ｂ　抵抗
３８　インピーダンス素子（コンデンサ）
３９　放電抵抗
ＣＳ　接続空間
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